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１．はじめに 

 従来のコンクリートのスケーリング抵抗性を調べる凍結融

解試験は，コンクリートの材料や配合の違いによる影響を評

価する目的で行われていた 1)．しかしながら，実際のコンク

リートには鉄筋が埋め込まれており，こうした RC 部材のスケーリン

グ抵抗性についてはある程度供試体を大型化する必要があること等

からほとんど調べられていないのが実状である．そこで本研究では，

本学所有の大型環境試験装置を用い，融雪剤散布環境下を想定した

RC 部材の凍結融解試験を実施し，既往の測定項目であるスケーリン

グ量に加え，スケーリング深さの測定を行い，RC 部材のスケーリン

グ劣化について実験的な検討を行った． 

２．実験概要 

 本実験で用いた供試体の配合と形状を表-1，図-1 に示す．供試体

は，打設面を試験面とした無筋の供試体(以下 N)，同じく打設面を試

験面としたRC供試体(以下T)，打設底面を試験面としたRC供試体(以

下 B)，打設側面を試験面とした RC 供試体(以下 S)の計 4 体である．

T，B，S で使用した鉄筋は SD295A D16 であり，かぶりを 30mm とし

て，125mm ピッチで配置した．凍結融解試験は，図-1 のように湛水

法を採用し，試験面に 3%の NaCl 溶液を深さ 6mm まで注いだ．また，

凍結融解サイクルは，RILEM-CDF 法に準じ，+20℃～－20℃の範囲

で 1 日 2 サイクルとし，120 サイクルまで行った．測定項目は，供試

体表面からはく離したコンクリートを供試体断面積で除して求めた

スケーリング量，写真-1，図-2に示すように，レール上のレーザー

変位計を移動させながら X 方向(水平)と Z 方向(鉛直)の変位を測定

することで求めたスケーリング深さ等である． 

３．実験結果および考察 

 凍結融解試験によるスケーリングは， T，B が初期のスケーリン

グの進行が遅く，S は 40 サイクルまで他の供試体よりもスケーリン

グが著しいが，最終的には T，B，S は，同程度のスケーリング量で

あった．一方，N は 40 サイクルよりスケーリング量が増加し，120 サイクルでは最もスケーリング量が多い

という結果であった．このことより，RC 供試体は無筋供試体よりもスケーリング劣化の進行が遅く，加えて，

試験面によりスケーリングの進行過程が異なることを確認した．  

図-3 は，凍結融解サイクルの増加に伴うスケーリング深さの変化を表した一例である．ここで，スケーリ

ング深さは，0 サイクルの測定値を 0mm としている．また，図中には，鉄筋位置と 120 サイクル時の平均ス 
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図-1 供試体形状 

図-2 スケーリング深さ測定概要図 
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写真-1 スケーリング深さ測定装置

表-1 コンクリートの配合表 

2.670100542526717347.264.820
AE減水剤GSCW

単位量（kg/m3)s/a
(%)

W/C
(%)

Gmax
(mm)

2.670100542526717347.264.820
AE減水剤GSCW

単位量（kg/m3)s/a
(%)

W/C
(%)

Gmax
(mm)

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-469-

 

Ⅴ-236

 



ケーリング深さの標準偏差を示した．図より，まず， N と T，

B を比較すると，N は，所々深く削られるようなスケーリン

グが認められる．一方，T と B では鉄筋上のスケーリングが

抑制されているように見えるが，S に関しては，その傾向が

認められない．また，粗骨材の露出状況に着目すると，N や

T に比べ，B や S の方が顕著であった．図-4は， 120 サイク

ル時のスケーリング深さをヒストグラムで表した図である．

なお，縦軸は，測定数に対する頻度の割合で表している．図

より，N は，-2～-3ｍｍの範囲のスケーリングが多いが，-5

ｍｍ以下も 15%を占めている．T は，0～-1ｍｍの範囲が 50%

と，全体的に浅くスケーリングしているが，-5ｍｍ以下も 6%

程度あった．B，S は，0～-3ｍｍの範囲で全体の 90%程度を

占める．図-3 と図-4 より，N，T は標準偏差も大きく，局所

的にスケーリングが進行していると考えられる．反対に B，S

は，標準偏差が小さく，比較的スケーリング深さが浅いこと

から，面的なスケーリングが生じたと考えられ，スケーリン

グの形態が N，T と B，S で異なると判断できる． 

 図-5は，スケーリング量と平均スケーリング深さの関係で

ある．平均スケーリング量は，各測定サイクルのスケーリン

グ深さを平均した値である．図より，鉄筋の有無，試験面の

違いに関わらず両者の関係は，ほぼ同一直線上にある．これ

より，本実験のスケーリング深さ測定方法は妥当であること

が示された． 

４．まとめ  

大型環境試験装置を用いRC部材の凍結融解試験を実施し，

スケーリング劣化を従来のスケーリング量とスケーリング深

さにより評価した．本実験より，スケーリング量だけでは評

価が難しい鉄筋の有無や試験面の違いによるスケーリング劣

化の状態を評価することができた． 

謝辞：本研究は，平成 19 年度日本大学大学院設備拡充費によ

り導入した試験装置により実施した．ここに記し謝意
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図-3 スケーリング深さとサイクル数 

図-5 スケーリング深さとスケーリング量 
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図-4 スケーリング深さのヒストグラム
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